
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
校
舎
の
増
築
、
附
属
病
院
の
改
築
を
行
っ
て
来
た
が
、
前
述
の
如
く
認
可
直
前
に
瀧
沢
、
磯
部
両
理
事

の
内
紛
に
よ
り
、
真
泉
病
院
は
瀧
沢
が
携
え
て
去
り
、
財
団
の
全
資
産
の
半
数
は
無
効
と
な
り
、
内
外
の
信
用
を
失
っ
た
。
従
っ
て
、
申
請

（
制
）

後
二
年
を
経
過
し
更
に
四
年
が
過
ぐ
る
も
文
部
省
の
指
定
は
下
り
な
か
っ
た
。

学
生
達
は
次
第
に
不
安
を
増
し
、
指
定
に
対
す
る
学
生
運
動
は
日
増
し
に
烈
し
く
な
っ
て
行
っ
た
。
学
生
委
員
は
文
部
省
を
訪
い
、
学
校

あ
ら

当
局
に
迫
っ
た
。
文
部
省
は
「
未
だ
財
団
の
補
充
が
不
完
全
で
、
設
備
も
不
完
全
、
従
っ
て
指
定
を
云
々
す
る
所
に
非
ず
。
先
ず
設
備
及
教

授
を
指
定
条
令
に
適
応
す
べ
き
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

か
ろ
う

（
妬
）

学
校
当
局
は
辛
じ
て
附
属
病
院
及
び
病
理
解
剖
教
室
の
建
設
を
見
た
が
、
磯
部
検
蔵
専
務
理
事
（
学
監
兼
務
）
は
「
現
在
学
校
に
は
金
、
全

く
な
し
。
指
定
を
得
る
に
は
一
万
五
千
円
を
要
す
。
学
生
間
で
金
を
都
合
す
れ
ば
、
明
春
四
月
迄
に
は
指
定
を
得
く
し
」
と
述
べ
た
。

（
蹄
）
（
訂
）

学
生
達
は
「
同
志
会
」
な
る
組
織
を
結
成
し
、
一
人
四
十
四
円
宛
三
百
名
が
寄
附
金
を
出
す
事
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
正
四
年
一
月

か
ら
六
月
ま
で
に
分
納
し
、
総
額
九
千
円
が
集
ま
っ
た
。

九
．
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
の
発
端

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
と

私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分
離
（
下
） 日

本
医
史
学
雑
誌
四
十
二
巻
第
四
号

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
発
行

唐

沢
信
安

平
成
七
年
十
二
月
二
十
Ⅱ
受
付

平
成
八
年
三
月
七
日
受
理
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ま
た
、
学
生
の
委
員
は
文
部
省
の
意
向
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
指
定
校
の
財
団
と
し
て
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。
少
く
と
も
現
金
五
万
円
、

そ
の
他
七
、
八
万
円
の
財
源
を
有
す
べ
し
」
と
の
通
達
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
部
省
の
求
め
る
「
五
万
円
」
の
た
め
に
学
生
は
絶
望
的
と
な
り
、
保
証
人
会
（
父
兄
会
）
も
東
奔
西
走
し
た
。
全
て
の
問
題
が
不
如

意
と
な
り
、
大
正
五
年
四
月
、
最
上
級
の
四
年
生
（
第
一
回
卒
業
生
）
は
指
定
が
得
ら
れ
ず
、
卒
業
試
験
も
終
っ
た
が
医
師
に
な
る
た
め
に
は

医
師
試
験
に
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

部
の
三
名
の
所
有
と
さ
れ
た
）
。

磯
部
は
、
も
し
明
春
ま
で
に
指
定
が
得
ら
れ
ね
ば
、
学
生
に
出
資
金
は
返
還
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
の
金
は
細
菌
学
教
室
と
病
理
学

教
室
の
建
設
費
に
当
て
ら
れ
た
。
学
生
達
は
そ
の
間
、
指
定
運
動
を
熱
心
に
続
け
た
。
医
術
開
業
試
験
は
二
年
延
期
さ
れ
、
大
正
四
年
ま
で

に
終
っ
た
。
以
後
は
新
た
に
大
正
五
年
よ
り
「
医
師
試
験
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
大
正
四
年
六
月
に
至
り
学
校
側

よ
り
、
四
年
生
の
学
期
を
半
年
短
縮
す
る
問
題
が
呈
示
さ
れ
た
。

か
く
の
如
く
学
校
当
局
は
大
正
四
年
四
月
ま
で
に
指
定
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
目
標
で
努
力
は
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
悲
観
的
な

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
大
正
四
年
十
二
月
と
な
り
、
第
一
回
の
卒
業
生
は
卒
業
数
カ
月
と
迫
り
、
不
安
の
念
に
駆
ら
れ
て

い
た
。
磯
部
学
監
は
「
指
定
は
覚
束
な
し
、
諸
君
は
成
績
良
し
。
国
家
試
験
を
受
く
く
し
」
と
告
げ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
学
生
達
は
騒
然
と
な
り
、
大
正
四
年
十
二
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
紛
擾
を
起
こ
し
、
学
生
の
決
議
で
「
磯
部
検
蔵

（
別
）
か
わ

の
辞
職
」
を
勧
告
し
た
。
磯
部
は
財
団
の
根
本
的
改
革
を
約
束
し
て
学
生
を
鎮
撫
し
た
。
替
っ
て
、
山
根
正
次
理
事
が
理
事
長
と
な
り
、
来

年
二
月
ま
で
に
財
団
の
規
則
を
改
正
す
る
事
を
約
束
し
、
た
だ
ち
に
三
階
建
校
舎
の
新
築
に
着
手
し
た
（
こ
の
時
財
団
の
名
儀
は
山
根
、
東
、
磯

苦
悩
に
陥
っ
た
三
年
生
一
同
（
退
学
時
四
年
生
）
は
、
大
正
四
年
十
二
月
十
九
日
、
全
員
血
判
連
署
し
て
次
の
事
項
を
決
議
し
た
。

十
．
血
判
連
署
と
同
盟
休
校
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‐羊

，
0

（
以
下
略
、
全
員
百
十
名
）
」

（
但
し
、
い
わ
ゆ
る
前
四
年
生
と
い
わ
れ
る
卒
業
生
は
、
血
判
連
署
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
）

大
正
五
年
五
月
一
日
、
午
前
九
時
よ
り
全
校
生
徒
大
会
を
開
き
、
午
後
五
時
に
至
り
て
、
左
記
の
決
議
を
な
す
。

「
決
議

吾
々
学
生
は
、
日
本
医
学
専
門
学
校
の
指
定
に
対
す
る
素
志
を
貫
徹
せ
ん
が
為
、
左
の
事
項
を
決
議
し
、
敢
て
違
背
な
か
ら
ん
事
を
誓
約

療
総
噂

|日日本医学専門学校の学生の決議害

(｢東京医科大学五十年史」による）

（
鈍
）
（
妬
）
（
調
）
（
師
）

「
決
議
書

吾
々
学
生
は
左
記
事
項
を
決
議
し
、
飽
く
迄
万
難
を
排
し
て
、
之
が
遂
行
を
期
す
べ
く
弦
に
三
年
生
一

同
自
署
連
名
血
判
す
。

一
・
磯
部
専
任
理
事
兼
学
監
に
対
し
、
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
辞
職
を
勧
告
す
。

二
．
一
般
理
事
を
し
て
責
任
を
重
ん
じ
、
財
団
を
確
立
せ
し
む
。

三
．
前
第
一
第
二
項
を
履
行
し
能
わ
ざ
る
場
合
は
、
無
条
件
に
て
財
団
と
共
に
、
本
校
及
本
校
学
生

を
文
部
省
に
引
渡
し
む
。

四
．
専
門
学
校
指
定
条
令
に
適
合
す
る
専
任
教
授
を
置
か
し
む
。

五
．
第
一
回
卒
業
生
よ
り
、
指
定
の
恩
典
に
浴
せ
し
む
。
以
上

大
正
四
年
十
二
月
十
九
日

○
村
○
夫
○
血
判

○
藤
○
三
○
血
判

○
井
○
力
○
血
判
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（
細
）

五
月
三
日
、
紛
擾
中
の
日
本
医
專
の
学
生
は
、
午
後
一
時
半
、
一
通
の
嘆
願
書
を
携
え
、
四
百
五
十
余
名
が
文
部
省
に
出
頭
し
福
原
次
官

ひ
め
ん

に
面
接
を
遂
げ
、
代
表
者
は
磯
部
理
事
の
罷
免
の
処
分
を
せ
つ
せ
つ
と
訴
え
た
。
福
原
次
官
は
、
「
磯
部
氏
の
処
分
は
大
問
題
で
、
省
議
を
纒

さ
と

め
て
で
な
い
と
返
答
は
出
来
ぬ
」
と
伝
え
、
不
在
の
高
田
文
相
に
伝
達
を
約
束
し
、
諭
し
て
退
席
せ
し
め
た
。

（
狸
）

五
月
四
日
、
突
如
と
し
て
学
校
当
局
は
、
三
十
六
名
の
退
学
及
び
停
学
処
分
を
掲
示
発
表
し
た
。

「
○
退
学
処
分
・
受
験
生
○
田
○
○
郎
、
○
藤
○
雄
等
十
三
名

○
無
期
停
学
処
分
、
四
年
生
○
久
○
、
○
藤
○
平
等
二
十
三
名
、
合
計
三
十
六
名
」

右
の
処
分
は
、
日
本
病
院
で
行
わ
れ
た
教
授
会
で
磯
部
検
蔵
を
中
心
に
決
し
た
も
の
で
、
保
証
人
に
通
知
す
る
事
も
な
く
、
五
月
四
日
学

生
控
室
の
掲
示
板
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
病
気
療
養
中
で
、
今
回
の
紛
擾
に
関
係
の
な
い
学
生
も
含
ま
れ
て
い
た
。

五
月
二
日
、
再
び
日
本
医
專
の
学
肌

（
州
）

理
事
者
は
学
校
に
姿
を
見
せ
ず
、
四

く
も
不
在
で
あ
っ
た
。
激
昂
し
た
学
沁

委
員
会
を
開
き
、
善
後
策
を
講
じ
た
。

二
．
此
の
問
題
解
決
ま
で
同
盟
休
校
を
為
す
。

三
．
若
し
犠
牲
者
を
出
す
時
は
、
全
校
生
徒
之
に
殉
ず
る
事
。
」

（
錦
）
（
鋤
）

か
く
て
学
生
一
同
四
百
五
十
余
名
は
、
五
月
一
日
の
夜
、
日
本
病
院
（
神
田
淡
路
町
）
の
磯
部
検
蔵
宅
に
押
寄
せ
、
磯
部
の
辞
職
を
勧
告
し
、

九
千
円
の
寄
附
金
の
払
い
戻
し
を
迫
っ
た
。

こ
の
時
、
神
田
警
察
よ
り
、
久
保
田
署
長
以
下
二
十
名
の
警
官
が
出
動
し
鎮
撫
に
努
め
た
。

五
月
二
日
、
再
び
日
本
医
專
の
学
生
は
、
午
前
八
時
同
校
に
集
合
し
前
夜
の
決
議
に
従
い
、
「
同
盟
休
校
」
に
入
っ
た
。

（
州
）
お
も
む

理
事
者
は
学
校
に
姿
を
見
せ
ず
、
四
百
余
名
は
小
石
川
区
雑
司
ヶ
谷
高
田
老
松
町
の
山
根
正
次
理
事
長
宅
に
大
挙
し
て
、
午
後
三
時
頃
に
赴

く
も
不
在
で
あ
っ
た
。
激
昂
し
た
学
生
は
再
び
学
校
に
帰
り
、
午
後
八
時
よ
り
牛
込
砂
土
原
町
の
土
佐
協
会
で
、
「
保
証
人
会
（
父
兄
会
）
」
と

一
・
山
根
正
次
氏
及
磯
部
検
蔵
氏
は
、
吾
が
校
指
定
に
対
し
、
豪
も
誠
意
な
く
、
却
っ
て
障
碍
者
な
る
故
を
以
て
本
校
と
の
関
係
を
断
た
し

む
0

／ r － n ､
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そ
の
時
、
高
田
文
相
は
、
「
そ
の
後
の
種
々
調
査
の
結
果
、
学
校
当
局
者
に
も
欠
点
が
あ
る
事
を
認
め
た
故
に
充
分
注
意
を
行
っ
た
。
な
お

来
る
六
月
十
日
ま
で
に
、
従
来
通
り
凡
て
を
整
理
し
て
、
授
業
を
行
う
よ
う
学
校
当
局
に
申
し
渡
し
て
あ
る
。
も
し
、
そ
の
期
日
に
至
っ
て

も
今
日
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
文
部
省
と
し
て
も
、
断
然
最
後
の
措
置
に
出
る
決
心
で
あ
る
。
諸
君
は
学
生
の
体
面
を
汚
す
こ
と
な
く
穏
や
か

に
、
そ
の
期
日
を
待
つ
よ
う
に
」
と
学
生
達
を
慰
撫
し
て
い
る
。

（
州
）

一
方
、
磯
部
理
事
も
「
学
生
の
中
に
は
登
校
希
望
者
も
あ
る
が
、
出
来
る
だ
け
早
く
復
学
し
て
欲
し
い
。
も
し
、
飽
く
ま
で
も
今
日
の
如

き
状
態
を
続
け
る
な
ら
、
最
後
の
手
段
と
し
て
退
学
処
分
を
な
し
、
一
部
の
学
生
だ
け
で
も
収
容
し
て
再
び
授
業
を
開
始
し
た
い
」
と
語
っ

十
名
は
文
部
大
臣
官
邸
で
会
談
を
し
た
。

み
と
し
る

五
月
十
一
日
、
学
生
達
と
保
証
人
会
は
午
後
六
時
よ
り
、
神
田
美
土
代
町
の
青
年
会
館
に
集
り
、
協
議
を
行
っ
た
。

保
証
人
会
は
、
学
校
理
事
者
と
数
回
に
亘
り
交
渉
を
行
う
も
、
相
互
に
妥
協
点
が
発
見
出
来
な
か
っ
た
事
を
報
告
し
た
。
学
生
達
四
百
五

（
蝿
）
（
“
）

十
余
名
は
全
員
、
退
学
、
停
学
処
分
を
受
け
た
学
生
達
に
殉
じ
て
、
総
退
学
す
る
事
を
決
意
し
た
。

五
月
十
六
日
、
午
後
七
時
よ
り
本
郷
中
央
会
堂
に
集
合
し
た
学
生
四
百
五
十
余
名
と
保
証
人
会
は
、
保
証
人
学
生
聯
合
大
会
を
開
い
た
。

保
証
人
委
員
よ
り
こ
こ
ま
で
の
学
校
当
局
者
と
の
種
々
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、
遂
に
全
て
不
調
に
終
っ
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
学
生
達
は
悲
痛
な
気
持
ち
で
演
説
し
た
。
両
者
の
協
議
の
結
果
、
「
学
生
は
全
員
同
盟
退
学
を
為
す
。
保
証
人
一
同
も
こ
れ

を
承
認
す
」
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

（
蝿
）
（
妬
）
（
岬
）

五
月
三
十
日
、
日
本
医
專
の
学
生
は
、
文
部
省
に
四
度
目
の
陳
情
運
動
を
起
し
、
午
後
二
時
半
、
高
田
文
相
と
学
生
代
表
緒
方
文
雄
以
下

を
始
め
た
。

て
い
る
。

（
鞭
）

高
田
文
相
の
腹
は
、
「
処
分
中
止
の
命
を
与
う
る
と
同
時
に
、
磯
部
検
蔵
理
事
の
引
退
を
条
件
に
、
学
生
の
原
状
回
復
を
図
ら
ん
と
す
る
」

保
証
人
会
を
無
視
し
た
こ
の
発
表
に
対
し
、
処
分
を
取
消
す
べ
く
、
奥
宮
等
外
十
七
名
の
保
証
人
は
学
校
理
事
者
に
厳
し
い
姿
勢
で
交
渉

(53）55］



一
方
、
大
正
五
年
五
月
十
六
日
に
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
総
退
学
を
決
行
し
た
学
生
四
百
余
名
は
、
高
橋
琢
也
、
秋
虎
太
郎
、

（
髄
）
（
弱
）
（
別
）
（
弱
）

寺
尾
亨
、
福
本
誠
、
大
角
桂
厳
の
五
人
の
指
導
者
を
得
て
、
大
正
五
年
九
月
十
一
日
よ
り
牛
込
区
神
楽
坂
町
二
丁
目
の
東
京
物
理
学
校
の
教

室
を
借
り
て
、
「
東
京
医
学
講
習
所
」
を
開
設
し
、
勉
学
を
再
び
始
め
た
。

こ
の
大
正
五
年
九
月
十
一
日
を
以
て
、
今
日
の
東
京
医
科
大
学
の
創
立
日
と
さ
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

》
」
し
」
ざ
」
し
」

産
も
悉
く
無
く
し
た
。

た
も
の
と
推
察
す
。

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
荒
廃
し
、
廃
校
寸
前
の
状
態
と
な
っ
た
。
学
校
側
で
は
相
変
ら
ず
残
留
し
た
四
十
余
名
の
登
校
生
に
対

（
幅
）

し
、
授
業
を
細
々
と
継
続
し
て
い
た
（
中
井
卓
次
郎
の
報
告
に
よ
る
と
三
十
八
名
と
記
録
し
て
い
る
。
四
年
生
の
河
野
勝
斉
、
中
井
卓
次
郎
、
三
年
生

の
森
崎
半
治
等
、
後
に
同
窓
会
幹
部
と
な
る
人
々
が
含
ま
れ
て
い
た
）
。

大
正
五
年
、
夏
過
ぎ
に
は
、
残
留
学
生
は
約
百
名
に
増
加
し
た
。
日
本
医
專
の
残
留
学
生
は
、
復
帰
を
呼
び
か
け
、
逐
次
学
生
が
増
加
し

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
託
）

四
百
余
名
の
学
生
の
去
っ
た
日
本
医
学
専
門
学
校
は
、
前
項
で
触
れ
た
如
く
、
財
政
的
に
も
約
二
十
数
万
円
の
負
債
を
生
じ
、
困
窮
の
た

め
に
廃
校
寸
前
の
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
。

（
認
）
（
抑
）

そ
の
間
、
明
治
大
学
は
学
生
救
済
の
目
的
で
、
十
万
円
を
以
て
買
収
す
べ
く
申
込
ん
で
来
た
が
、
磯
部
は
拒
絶
し
て
い
る
。

（
帥
）

磯
部
検
蔵
は
文
部
省
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
財
団
の
整
備
に
奔
走
し
自
分
の
財
産
は
勿
論
の
こ
と
、
夫
人
の
実
家
で
あ
る
静
岡
の
資

三
．
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
再
建

二
・
学
校
騒
動
の
終
結
と
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分
離
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（
弱
）

次
に
立
教
大
学
が
日
本
医
專
と
の
合
併
を
計
画
し
、
聖
路
加
病
院
長
ト
イ
ス
ラ
ー
は
買
収
問
題
で
、
学
校
の
見
学
を
実
施
し
て
い
る
が
、

立
消
え
に
な
っ
た
。
文
部
省
に
於
て
も
、
打
ち
捨
難
し
と
為
し
、
山
根
、
磯
部
の
両
名
の
理
事
を
召
じ
、
福
原
次
官
、
松
浦
専
門
学
務
局
長

の
二
名
は
、
日
本
医
專
存
続
の
た
め
の
利
害
得
失
を
説
き
、
種
々
説
諭
し
た
。

両
理
事
も
進
退
に
窮
し
て
い
る
折
か
ら
、
文
部
省
の
説
に
従
い
、
正
し
い
紛
擾
解
決
の
道
を
進
む
事
を
決
意
し
た
。

そ
の
方
策
と
し
て
、
法
律
的
に
、
日
本
医
專
は
退
学
者
四
百
余
名
の
退
学
聴
許
を
為
し
て
い
な
い
の
を
幸
い
と
し
、
全
学
生
在
学
せ
る
も

み
な

（
銘
）

の
と
見
倣
し
、
学
校
存
続
の
為
に
、
文
部
省
斡
旋
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
日
本
医
学
専
門
学
校
評
議
員
会
」
を
設
け
た
。

即
ち
、
山
根
・
磯
部
は
単
な
る
理
事
者
た
る
に
止
め
て
、
学
校
の
直
接
の
決
裁
の
権
能
な
き
も
の
と
し
、
諮
問
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
に

従
う
事
に
な
っ
た
。
委
員
に
は
、
医
学
者
、
教
育
者
、
実
業
家
等
が
選
任
さ
れ
、
十
三
名
の
左
の
人
々
が
就
任
し
た
。

天
谷
千
松
校
長
は
、
学
校
騒
動
の
責
任
を
と
り
、
大
正
五
年
十
月
校
長
職
を
辞
任
し
た
。

（
訂
）

山
根
正
次
理
事
長
は
再
び
、
天
谷
校
長
の
後
任
と
し
て
、
大
正
五
年
十
二
月
一
日
、
三
度
目
の
同
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。

（
別
）

当
時
の
記
録
で
は
、
第
一
回
卒
業
生
三
十
名
、
第
二
回
卒
業
生
三
十
名
、
聴
講
生
四
名
（
中
国
三
名
、
韓
国
一
名
）
第
三
回
卒
業
生
は
十
八

名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
学
生
達
は
一
致
協
力
し
て
、
授
業
に
出
席
し
、
休
ま
ず
講
義
を
受
け
た
。
小
川
剣
三
郎
教
授
の
如
き
は
、
時

と
し
て
数
名
の
学
生
を
相
手
に
献
身
的
に
授
業
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。

（
銘
）

大
正
五
年
九
月
二
十
一
日
、
第
六
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
一
学
年
に
八
十
余
名
の
入
学
者
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
各
学
年
に
若
干
の
編
入
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東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
九
番
地

財
団
法
人
日
本
医
学
專
門
学
校

理
事
長
山
根
正
次
画

文
部
大
臣
岡
田
良
平
殿
」

（
帥
）
（
田
）
（
舵
）

中
原
・
小
此
木
・
塩
田
・
近
藤
の
四
名
の
理
事
は
、
そ
の
後
寝
食
を
忘
れ
て
、
学
校
経
営
の
た
め
に
尽
力
し
た
結
果
、
大
正
八
年
八
月
十
九
日
、

念
願
の
文
部
省
の
指
定
を
中
橋
徳
五
郎
文
部
大
臣
よ
り
正
式
に
受
け
て
い
る
。

更
に
、
大
正
十
五
年
二
月
二
十
五
日
、
中
原
学
長
の
努
力
で
、
大
学
令
に
よ
る
日
本
医
科
大
学
が
実
現
し
た
。
小
此
木
学
長
、
そ
し
て
塩

田
学
長
時
代
に
入
り
、
学
内
の
充
実
が
図
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

請
候
也
。

者
が
あ
っ
た
。
始
業
式
に
は
来
賓
と
し
て
評
議
員
諸
氏
が
列
席
し
、
山
根
理
事
長
の
訓
諭
、
次
に
校
長
代
理
と
し
て
樫
田
学
監
の
挨
拶
、
評

議
員
の
江
原
素
六
、
斉
藤
孝
治
の
演
説
が
あ
っ
て
、
二
時
半
に
式
は
終
っ
た
。

磯
部
検
蔵
は
、
文
部
省
か
ら
の
勧
告
も
あ
り
、
責
任
を
取
り
、
大
正
六
年
二
月
に
後
事
を
托
し
て
自
ら
満
州
（
現
中
国
東
北
地
方
）
に
渡
っ

め
ど

学
校
の
再
建
の
目
処
の
つ
い
た
大
正
七
年
四
月
二
十
日
、
山
根
校
長
は
後
任
に
中
原
徳
太
郎
を
推
薦
し
、
後
事
を
ド
ク
ト
ル
・
メ
ヂ
チ
ー

ネ
小
此
木
信
六
郎
、
医
学
博
士
塩
田
広
車
、
法
学
士
近
藤
達
児
の
四
氏
に
托
し
学
校
を
去
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
山
根
正
次
の
「
校
長
変
更
認
可
申
請
害
」
の
写
し
が
あ
る
の
で
記
述
す
る
。

て
い
る
。

大
正
七
年
四
月
二
十
日

現
校
長
医
学
士
山
根
正
次
を
解
任
し
、
医
学
博
士
中
原
徳
太
郎
を
校
長
に
致
度
候
間
、
御
認
可
相
成
度
別
紙
履
歴
書
相
添
え
、
此
段
及
申

（
鋤
）

「
校
長
変
更
認
可
申
請
害
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（
鉈
）
（
粥
）

当
時
、
「
医
師
数
過
剰
調
節
問
題
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、
東
大
赤
門
派
閥
の
有
力
者
、
入
沢
達
吉
は
内
紛
が
続
い
て
い
る
日

本
医
学
専
門
学
校
の
認
可
を
阻
止
す
べ
く
、
度
々
、
演
説
を
行
い
、
文
部
省
に
働
き
か
け
た
。
入
沢
の
論
文
集
の
巻
頭
に
は
「
入
沢
先
生
は
、

（
粥
）

こ
こ
で
、
文
部
省
管
理
下
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
江
原
素
六
等
十
三
名
の
評
議
員
会
が
学
校
の
再
建
に
果
し
た
役
割
も
大
き
い
。

（
研
）
し
よ
う
け
つ

こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
総
督
府
衛
生
顧
問
と
し
て
山
根
正
次
校
長
は
、
明
治
四
十
四
年
三
月
、
北
満
に
ペ
ス
ト
が
発
生
し
て
椙
獺
を
極
め
た

際
、
朝
鮮
へ
の
ペ
ス
ト
侵
入
を
防
止
し
た
り
、
朝
鮮
各
地
を
巡
回
し
て
衛
生
思
想
の
啓
蒙
発
達
に
努
力
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
日
本
医
学

専
門
学
校
の
最
も
重
要
な
発
展
期
に
、
五
年
間
も
医
師
養
成
教
育
の
空
白
を
生
ぜ
し
め
た
山
根
校
長
の
責
任
は
重
い
・

留
守
を
預
っ
た
磯
部
検
蔵
学
監
は
、
経
営
困
難
な
学
校
の
た
め
に
個
人
の
全
資
産
を
投
入
し
て
、
日
本
病
院
に
起
居
し
な
が
ら
学
校
経
営

（
略
）
（
Ⅳ
）

に
傾
注
す
る
も
追
い
付
か
な
か
っ
た
。
山
根
校
長
は
、
恐
ら
く
磯
部
の
苦
労
を
諒
と
し
て
、
学
校
の
資
産
を
磯
部
検
蔵
名
儀
に
し
て
文
部
省

に
書
類
を
出
し
て
い
る
が
、
次
第
に
学
校
内
の
権
力
は
磯
部
検
蔵
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
は
、
必
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
時
的
に
せ
よ
、
瀧
沢
竹
太
郎
の
協
力
を
得
た
お
か
げ
で
、
法
人
認
可
を
受
け
得
た
も
の
の
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
日
本
医
学
専

門
学
校
の
内
紛
は
、
学
校
形
態
の
未
成
熟
な
複
数
の
素
因
が
、
露
呈
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

磯
部
検
蔵
は
私
的
財
産
の
全
て
を
投
入
し
て
、
窮
状
に
あ
る
学
校
を
、
と
も
か
く
も
存
続
さ
せ
、
後
事
を
中
原
・
小
此
木
・
塩
田
・
近
藤

に
託
し
て
引
責
し
た
。

学
校
は
、
学
校
騒
動
後
も
存
続
し
た
。

財
政
的
に
貧
困
な
日
本
医
学
校
が
、
財
団
法
人
日
本
医
学
專
門
学
校
と
な
り
、
更
に
文
部
省
の
指
定
を
得
る
た
め
に
「
私
立
医
学
専
門
学

校
指
定
規
則
」
に
従
い
、
完
全
に
充
足
し
た
医
学
専
門
学
校
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
指
導
者
達
や
教
師
の
筆
舌
に
尽
し
難
い
献
身

的
な
努
力
の
姿
が
陰
に
あ
っ
た
。
当
時
の
教
師
達
が
無
報
酬
に
近
い
姿
勢
で
、
熱
心
に
講
義
を
続
行
し
た
結
果
、
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門

考
察
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あ
や怪

し
げ
な
る
医
学
専
門
学
校
の
設
立
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
、
文
部
大
臣
の
任
命
あ
る
ご
と
に
面
会
し
、
厳
重
な
監
督
の
必
要
を
説
か
れ
た
」

と
記
し
て
あ
る
。
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
認
可
を
阻
止
し
た
重
要
な
人
物
と
し
て
見
逃
せ
な
い
。

（
別
）

一
方
、
元
日
本
医
科
大
学
病
理
学
教
授
、
長
沢
米
蔵
の
記
述
せ
る
随
筆
「
く
る
も
ん
」
に
よ
る
と
「
磯
部
氏
の
千
盧
の
一
失
、
指
定
資
格

得
ら
れ
ず
排
斥
」
と
題
し
て
論
じ
、
文
部
省
は
「
磯
部
氏
が
関
係
し
て
い
る
間
は
、
絶
対
に
指
定
資
格
は
与
え
な
い
方
針
だ
」
と
云
う
こ
と

が
、
ど
こ
と
な
く
聞
え
て
来
た
と
記
し
当
時
の
日
本
医
專
の
学
生
の
不
安
な
実
態
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
磯
部
が
「
日
本
医
学
』
第
一
巻

九
号
で
「
社
会
観
」
と
題
し
て
私
立
医
学
校
の
指
定
問
題
の
当
局
者
の
姿
勢
を
問
題
視
し
た
論
説
を
掲
載
し
た
こ
と
も
、
時
期
悪
し
く
認
可

（
帥
）

の
障
碍
の
一
因
を
も
た
ら
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
』
で
は
、
学
校
騒
動
の
文
字
は
な
く
、
「
磯

部
理
事
の
排
斥
運
動
が
あ
っ
た
事
と
、
学
力
試
験
の
結
果
、
多
く
の
落
第
者
を
出
し
た
の
で
総
同
盟
退
学
を
企
図
し
た
。
為
に
四
百
二
十
七

名
を
退
学
処
分
に
し
た
。
」
と
の
記
述
し
か
な
い
。
磯
部
の
責
任
論
に
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

（
伽
）

『
日
本
医
科
大
学
七
十
周
年
記
念
誌
」
に
於
て
は
、
指
定
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
、
か
な
り
肉
薄
し
た
と
こ
ろ
ま
で
論
述
さ
れ
て
い
る

と
ど

が
、
む
し
ろ
、
日
本
医
専
に
残
留
し
た
学
生
の
河
野
勝
斎
、
八
木
忠
作
等
の
功
績
を
顕
彰
す
る
に
留
ま
り
、
指
定
を
得
ら
れ
ぬ
学
生
達
四
百

（
他
）

余
名
の
苦
難
に
つ
い
て
の
真
相
に
は
、
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
八
十
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
も
、
然
り
で
あ
る
。

（
吃
）
（
粥
）

他
方
、
『
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
』
及
び
原
三
郎
著
の
「
東
京
医
大
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
で
は
、
「
四
百
余
名
の
血
判
の
盟
約
に
よ
っ
て

芽
生
え
た
学
園
」
と
題
し
、
当
時
の
社
会
問
題
と
な
っ
た
、
日
本
医
專
の
指
定
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
の
苦
悩
を
正
確
に
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
医
科
大
学
は
、
学
生
達
の
団
結
と
高
橋
琢
也
の
献
身
的
指
導
の
結
果
、
今
日
の
発
展
を
見
る
事
が
出
来
た
と
明
確
に
記
録
し
て

以
上
、
当
時
の
資
料
を
詳
細
に
調
査
し
、
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
が
、
文
部
省
の
指
定
を
受
け
る
ま
で
に
多
く
の
先
輩
が
、
如
何
に
苦

難
の
道
程
を
辿
っ
た
か
を
考
察
し
た
（
因
に
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
は
、
大
正
九
年
三
月
十
二
日
に
指
定
を
受
け
た
）
。

ま
た
、

い
る
。

(58）
r 一 『 ー 戸

ODU



指
定
の
得
ら
れ
な
い
日
本
医
專
の
学
生
四
百
五
十
余
名
は
「
血
判
連
署
」
し
て
、
学
校
当
局
及
び
文
部
省
に
抗
議
し
た
。
学
校
当
局
は
、

学
生
の
責
任
者
を
退
学
及
び
停
学
処
分
と
し
た
。
こ
れ
に
怒
っ
た
上
記
の
学
生
は
総
退
学
し
、
高
橋
琢
也
の
指
導
で
私
立
東
京
医
学
専
門
学

校
を
造
っ
た
。
多
く
の
学
生
を
失
っ
た
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
、
約
四
十
名
の
残
留
学
生
と
教
師
達
の
協
力
で
廃
校
を
ま
ぬ
が
れ

た
。
文
部
省
は
荒
廃
し
た
学
校
再
建
の
た
め
、
江
原
素
六
等
十
三
名
の
評
議
員
を
設
け
、
文
部
省
管
理
下
で
学
校
の
経
営
が
図
ら
れ
た
。

山
根
正
次
と
磯
部
検
蔵
は
、
学
校
騒
動
の
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
、
後
事
を
中
原
徳
太
郎
・
小
此
木
信
六
郎
・
塩
田
広
車
・
近
藤
達
児
の

医
学
専
門
学
校
の
校
舎
、

他
方
、
東
大
赤
門
派
串

省
に
働
き
か
け
て
い
た
。

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
、
長
谷
川
泰
の
経
営
す
る
済
生
学
舎
が
廃
校
さ
れ
た
時
、
残
さ
れ
た
教
師
と
学
生
が
協
力
し
て
再
建
さ

れ
た
医
学
校
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
明
治
四
十
三
年
に
至
る
も
全
国
の
官
公
立
、
私
立
医
学
専
門
学
校
の
中
で
、
卒
業
即
医
師
許
認
可
の

文
部
大
臣
の
「
指
定
」
を
得
て
い
な
い
医
学
校
は
、
日
本
医
学
校
と
東
京
女
医
学
校
だ
け
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
八
年
に
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
翌
三
十
九
年
に
は
「
医
師
法
」
が
発
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

医
術
開
業
試
験
は
八
年
後
に
全
廃
さ
れ
、
文
部
大
臣
の
「
指
定
」
を
得
る
た
め
に
は
医
学
専
門
学
校
指
定
規
準
に
添
っ
て
、
充
実
し
た
私
立

医
学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
本
医
学
校
が
存
続
を
許
さ
れ
る
た
め
に
は
厳
し
い
条
件
を
付
さ
れ
て
い
た
。

日
本
医
学
校
の
校
長
山
根
正
次
は
、
こ
の
重
大
な
時
期
に
当
時
の
朝
鮮
総
督
府
の
衛
生
顧
問
と
し
て
、
五
年
間
も
学
校
を
留
守
に
し
て
お

り
、
ま
た
日
本
医
学
校
は
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
し
た
後
も
、
設
備
の
面
に
於
て
不
備
な
点
が
多
か
っ
た
。
更
に
学
内
で
は
、

留
守
役
の
磯
部
検
蔵
と
瀧
沢
竹
太
郎
の
両
理
事
の
内
紛
が
起
こ
り
、
財
団
法
人
は
実
質
的
に
内
部
崩
壊
し
た
。
文
部
省
は
、
財
団
法
人
日
本

医
学
専
門
学
校
の
校
舎
、
病
院
設
備
の
不
充
分
を
理
由
に
指
定
を
渋
っ
た
。

他
方
、
東
大
赤
門
派
閥
の
「
明
治
医
会
」
の
有
力
者
入
沢
達
吉
は
、
内
紛
の
起
こ
っ
て
い
た
日
本
医
専
の
認
可
を
阻
止
す
る
方
向
で
文
部

総

括
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四
名
に
托
し
て
去
っ
た
。
四
名
の
経
営
者
の
絶
大
な
努
力
の
結
果
、
日
本
医
学
専
門
学
校
は
大
正
八
年
に
指
定
を
得
、
大
正
十
五
年
に
大
学

令
に
よ
る
日
本
医
科
大
学
へ
と
発
展
し
た
。

謝
辞

本
論
文
を
書
く
に
当
り
、
直
接
御
指
導
い
た
だ
い
た
元
東
京
医
科
大
学
学
長
の
松
尾
治
亘
先
生
、
元
日
本
医
科
大
学
学
長
の
菊
地
吾
郎
先
生
、
ま

す
す
む

た
山
根
正
次
の
研
究
家
田
中
助
一
先
生
、
磯
部
検
蔵
の
調
査
者
、
三
好
正
之
先
生
及
び
野
中
杏
一
郎
先
生
、
佐
藤
明
徳
様
、
瀧
沢
勗
様
・
奥
様
の
富

し
げ
え
だ

美
子
様
、
山
根
寿
代
様
、
重
枝
習
三
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
資
料
調
査
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
東
京
都
公
文
書
館
・
東
京
都
中
央
図
書
館
・
日
本
医
科
大
学
附
属
図
書
館
の
職
員
の
皆
様
に
深
謝
い
た
し

ま
す
。

(60) 558



へへへ

201918
……

（
Ⅳ
）
「
専
門
学
校
設
立
願
書
」
磯
部
検
蔵
他
六
名
、
文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
宛
、
明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
、
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
文
書
類
纂
剛
Ｉ
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１
５
）

「
済
生
学
舎
廃
校
の
理
由
に
付
広
告
」
「
東
京
日
日
新
聞
』
八
頁
、
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日

「
東
京
、
日
本
両
医
学
校
の
合
併
」
「
医
海
時
報
」
八
二
六
号
、
十
六
頁
、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
六
日

「
東
京
医
学
校
の
合
併
」
「
日
本
医
学
』
六
七
号
三
十
～
三
十
四
頁
、
明
治
四
十
三
年
四
月

湯
浅
洗
身
「
日
本
医
事
大
鑑
」
一
○
一
～
一
○
三
頁
、
一
七
四
頁
、
二
一
五
頁
、
日
本
医
事
大
鑑
刊
行
会
、
東
京
、
昭
和
二
年

田
中
助
一
『
萩
の
生
ん
だ
近
代
日
本
の
医
政
家
、
山
根
正
次
」
二
十
頁
、
西
島
愛
三
出
版
、
山
口
県
、
昭
和
四
十
二
年

唐
沢
信
安
「
磯
部
検
蔵
諭
」
「
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
報
」
二
四
○
号
、
平
成
元
年
八
月
二
十
五
日

と

磯
部
検
蔵
「
文
部
大
臣
に
訊
う
」
「
日
本
医
学
』
七
十
二
号
、
一
～
三
頁
、
明
治
四
十
三
年
九
月

「
専
門
学
校
認
可
出
願
」
「
日
本
医
学
」
八
十
号
、
二
十
頁
、
明
治
四
十
四
年
五
月

「
専
門
学
校
認
可
申
請
（
経
過
）
」
「
日
本
医
学
」
八
十
四
号
、
四
十
頁
、
明
治
四
十
四
年
九
月

「
專
門
学
校
認
可
申
請
（
経
過
こ
「
日
本
医
学
」
八
十
五
号
、
四
十
一
～
四
十
五
頁
、
明
治
四
十
四
年
十
月

磯
部
検
蔵
他
六
名
「
財
団
法
人
願
書
」
東
京
府
知
事
、
阿
部
浩
宛
、
明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
文
書
類
纂
、
学
事

献「
専
門
学
校
認
可
申
請
の
経
過
」
「
日
本
医
学
』
九
十
二
号
、
三
九
’
四
十
頁
、
明
治
四
十
五
年
五
月
七
日

「
財
団
法
人
設
立
認
可
」
「
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
設
立
認
可
」
『
日
本
医
学
」
九
十
四
号
、
三
八
Ｉ
三
九
頁
、
大
正
元
年
八
月

「
謝
告
」
「
日
本
医
学
」
九
十
四
号
、
前
附
一
頁
、
大
正
元
年
八
月

「
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
」
五
七
三
頁
、
東
京
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
年

「
日
本
医
学
校
講
師
」
（
第
二
回
短
期
講
習
会
開
催
）
『
日
本
医
学
』
八
十
八
号
、
四
九
頁
、
明
治
四
十
五
年
一
月

「
専
門
学
校
認
可
申
請
の
経
過
（
其
の
一
）
『
日
本
医
学
」
九
十
七
号
十
九
頁
、
明
治
四
十
五
年
五
月

本
郷
区
役
所
『
本
郷
区
史
』
（
真
泉
病
院
）
九
一
八
頁
、
臨
川
書
店
、
東
京
、
昭
和
十
二
年

「
財
団
法
人
設
立
願
」
磯
部
検
蔵
他
六
名
、
文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
宛
、
明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
、
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
文
書
類
纂
剛
ｌ
Ｂ

Ｂ
７
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東
京
、
昭
和
五
十
一
年

入
沢
内
科
同
窓
会
「
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
（
医
育
調
査
特
別
委
員
会
速
記
録
）
二
九
九
’
三
五
○
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
七
年

「
日
本
医
專
の
紛
擾
と
顛
末
」
「
日
本
之
医
界
』
一
六
九
号
、
九
頁
、
大
正
五
年
五
月
十
一
日

東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
「
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
」
一
二
～
四
七
頁
、
東
京
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
六
年

原
三
郎
「
東
京
医
大
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
一
三
～
三
二
頁
、
金
剛
出
版
株
式
会
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
一
年

東
京
医
科
大
学
同
窓
会
「
東
京
医
科
大
学
新
聞
の
あ
ゆ
み
」
（
血
涙
録
、
前
日
本
医
学
専
門
学
校
学
生
団
報
）
一
～
十
頁
、
東
京
医
科
大
学
同
窓
会
、

十
九
日

「
両
理
事
の
視
察
」
「
日
本
医
学
」
九
十
五
号
、
三
二
頁
、
大
正
元
年
九
月
一
日

「
徴
兵
猶
予
認
定
」
「
日
本
医
学
」
百
一
号
、
六
七
頁
、
大
正
二
年
三
月

「
社
友
及
び
読
者
諸
君
に
告
ぐ
」
『
日
本
医
学
』
百
十
四
号
、
三
十
三
頁
、
大
正
三
年
四
月

「
日
本
医
学
専
門
学
校
紛
擾
始
末
」
「
日
本
医
学
」
百
十
七
号
、
五
一
Ｉ
五
四
頁
、
大
正
三
年
七
月

唐
沢
信
安
「
真
泉
病
院
と
瀧
沢
竹
太
郎
」
「
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
報
」
二
四
一
号
、
平
成
二
年
十
月

「
理
事
退
任
開
申
書
」
磯
部
検
蔵
、
文
部
大
臣
一
木
喜
徳
郎
宛
、
大
正
三
年
七
月
十
二
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
剛
１
町
１
５
）

田
中
助
一
「
山
根
正
次
略
伝
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
六
五
九
号
、
五
○
’
五
九
頁
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
一
日

「
日
本
医
科
大
学
八
十
年
史
」
（
青
柳
登
一
・
天
谷
千
松
略
歴
）
四
’
五
頁
、
学
校
法
人
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年

「
指
定
問
題
と
な
ら
ず
、
日
本
医
專
と
東
京
女
子
医
専
」
『
日
本
之
医
界
」
七
十
二
号
、
四
頁
、
大
正
五
年
六
月
十
一
日

入
沢
達
吉
「
医
学
教
育
の
統
一
に
つ
い
て
」
「
医
海
時
報
」
一
、
一
六
八
号
二
頁
、
大
正
五
年
十
一
月
十
一
日

「
日
本
医
専
の
指
定
問
題
」
『
医
海
時
報
』
一
、
一
二
五
号
、
十
三
頁
、
大
正
五
年
六
月
十
一
日

「
明
治
医
会
の
二
大
懸
案
、
医
師
数
過
剰
調
節
問
題
と
花
柳
病
帯
毒
男
子
取
締
等
」
『
医
海
時
報
」
一
、
二
九
五
号
、
七
頁
、
大
正
八
年
四
月

「
日
本
医
專
生
徒
、
病
院
に
押
寄
す
磯
部
氏
に
辞
職
勧
告
」
東
京
朝
日
新
聞
、
一
○
、
七
一
○
号
、
大
正
五
年
五
月
三
日

も
め

「
日
本
医
專
益
々
探
る
、
同
盟
休
校
を
断
行
か
」
東
京
日
日
新
聞
、
一
四
、
一
九
○
号
、
大
正
五
年
五
月
十
七
日

「
理
事
、
姿
を
見
せ
ず
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
二
四
号
、
大
正
五
年
五
月
三
日

「
生
徒
文
部
省
に
陳
情
す
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
二
五
号
、
大
正
五
年
五
月
四
日

「
退
学
、
停
学
の
処
分
、
三
十
六
名
に
及
ぶ
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
二
六
号
、
大
正
五
年
五
月
五
日
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（
兜
）
「
日
本
医
專
と
新
医
專
設
立
計
画
」
『
医
事
公
論
」
一
六
二
号
、
一
四
頁
、
大
正
五
年
八
月
四
日

（
粥
）
「
日
本
医
専
の
善
後
策
」
「
医
事
公
論
』
一
六
五
号
、
八
頁
、
大
正
五
年
八
月
十
八
日

（
別
）
「
私
立
東
京
医
学
校
成
る
」
『
医
事
公
論
」
一
六
七
号
、
一
六
頁
、
大
正
五
年
九
月
一
日

よ
み
が
え

（
弱
）
「
日
本
医
專
蘇
ら
ん
」
『
医
事
公
論
」
一
六
八
号
、
十
一
頁
、
大
正
五
年
九
月
八
日

（
邪
）
磯
部
検
蔵
「
中
原
徳
太
郎
を
偲
ぶ
」
『
医
海
時
報
』
二
、
○
八
一
号
、
三
六
頁
、
昭
和
九
年
七
月
十
四
日

（
師
）
田
中
助
一
「
山
根
正
次
略
伝
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
六
五
九
号
、
五
二
頁
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
一
日

（
兇
）
「
日
本
医
專
の
宣
誓
式
及
始
業
式
」
『
医
事
公
論
」
一
七
二
号
、
十
三
頁
、
大
正
五
年
十
月
六
日

（
弱
）
「
校
長
変
更
認
可
申
請
書
」
山
根
正
次
、
文
部
大
臣
岡
田
良
平
宛
、
大
正
七
年
四
月
二
十
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
畑
ｌ
暁
１
９

（
帥
）
『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
二
五
頁
、
三
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

（
価
）
「
日
本
医
科
大
学
七
十
周
年
記
念
誌
」
八
三
’
八
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

（
他
）
「
日
本
医
科
大
学
八
十
周
年
記
念
誌
」
三
四
’
三
六
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
五
十
八
年

（
ま
た
本
論
文
に
引
用
し
た
『
日
本
医
学
」
は
磯
部
検
蔵
が
編
集
発
行
し
た
日
本
医
学
校
出
版
の
医
学
雑
誌
で
、
明
治
三
十
七
年
十
月
十
三
日
の

第
一
号
よ
り
大
正
四
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
続
き
、
第
百
三
十
号
で
終
っ
て
い
る
事
を
付
記
す
る
。
）

（
日
本
医
科
大
学
）

「
五
百
名
の
退
学
届
」
東
京
朝
日
新
聞
、
一
○
、
七
二
六
号
、
大
正
五
年
五
月
十
八
日

「
日
本
医
専
の
学
生
、
同
盟
退
学
す
」
東
京
日
日
新
聞
、
一
四
、
一
二
四
号
、
大
正
五
年
五
月
十
七
日

「
三
度
文
部
省
に
押
寄
す
、
日
医
学
生
五
百
名
、
文
相
に
会
見
請
求
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
四
一
号
、
大
正
五
年
五
月
二
十
日

「
学
生
納
ま
ら
ず
、
文
部
省
警
戒
厳
重
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
四
九
号
、
大
正
五
年
五
月
二
十
八
日

「
文
相
慰
撫
、
医
専
委
員
語
る
、
磯
部
理
事
語
る
」
読
売
新
聞
、
一
四
、
○
五
二
号
、
大
正
五
年
五
月
三
十
一
日

中
井
卓
次
郎
「
日
本
医
科
大
学
秘
史
、
日
本
医
専
の
存
亡
と
日
本
医
大
の
危
機
」
四
’
七
頁
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
（
自
費
出
版
）

「
高
田
文
相
の
態
度
を
難
ず
」
『
医
海
時
報
」
一
、
一
四
七
号
、
一
頁
、
大
正
五
年
六
月
十
七
日

長
沢
米
蔵
「
随
筆
く
る
も
ん
」
八
三
’
八
八
頁
、
自
費
出
版
、
昭
和
十
一
年

「
日
本
医
学
専
門
学
校
、
指
定
申
請
書
」
小
此
木
信
六
郎
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
宛
、
大
正
八
年
二
月
七
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
畑
Ｉ
Ｄ

２
１
Ｍ
）
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TheDisputesintheNipponMedicalSchoolFoundationandtheComing

intoBeingoftheTokyoMedicalSchool

函
Ｃ
唖

byNobuyasuKARASAWA

TheNipponMedicalSchoolFoundationwasaninsitutionthatdevelopedaftertheclosingofthe
SaiseigakushaMedicalSchool,inheritingthespiritofthelatter.

Duringtheperiodextendingfroml912toMayl916,theMinistryofEducationremainedreluctantto

approveoftheFoundationasaMinistry-designatedinstitution.ActivelylobbyingtheMinistrywere

peoplesuchasTatsukichilrisawa,amemberofthe@@MeijiSocietyofMedicine",apartisancliqueofthe

UniversityofTokyoMedicalSchool.Meanwhile,withintheFoundationitself,aninternalstrifetook

placebetweentheDirectorsKenzolsobeandTaketaroTakizawa,whichbroughtaboutitsdisintegration

andcollapsefromwithin.Somefourhundredandfiftystudentslodgedtheirpetitionforofficialapproval,

sealedwithblood,totheSchoolauthoritiesandtotheMinistry.

Havingtheirpetitionforapprovalrejected,allthesefourhundredandfiftyoddstudentswithdrew

fromtheSchoolandfoundedwithinthebuildingoftheTokyoPhysicsSchoola:TokyoMedicalTraining

School'、Somefortystudentswhodidnotwithdraw,incollaborationwithmembersoftheteachingstaff,
re-establishedtheNipponMedicalSchoolFoundation.

（
『
や
）


